
都道府県対抗 組手団体戦Final Main Event Final Main Event 

全国大会第48回･第49回･第50回と都道府県別組手団体戦三年連続優勝を手にしました。空手道発祥の地である沖縄県で第50回記念大会に出場できたこと
に、大きな喜びを感じております。第49回大会を終えた時から「三連覇」を目標に様々な取り組みを行なってまいりました。幼い頃から剛柔会で切磋琢磨し
た仲間たちが集い、三連覇に向かって「チーム京都」が一丸となって挑んで来たことは、未来を担う選手たちに励みになったと感じております。ここに改め
て大会関係者の方々をはじめ京都支部長樫葉先生を始めご指導くださったコーチの先生方支部の先生方に感謝申し上げます。ありがとうございました。
� (談話 京都支部 克己館 青木 勲監督)
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剛柔流空手道発祥の地「沖縄」で剛柔流空手道発祥の地「沖縄」で
剛柔会第５０回記念空手道選手権大会開催剛柔会第５０回記念空手道選手権大会開催

　2024 年 8 月 17 日（土）・18 日（日）の 2 日間にわたり沖縄県立武道館（那
覇市奥武山）において開催されました。第 1 回（1974 年 2 月）京都から始
まり第 50 回 (2024 年 8 月 ) 沖縄で半世紀の節目の大会となりました。 
　大会委員長 津本延孝理事長による開会宣言が告げられた後、大会会長宇治
田栄蔵先生より「沖縄は剛柔流空手道の流祖宮城長順師範の剛柔流である技
法や分解等を伝承し続ける剛柔会の大会であり宮城長順師範没 70 周年と相重
なる記念となることは、流祖の源流が含まれる攻防を今日まで重ね築いてき
た剛柔会が原点に還り、先人の先生方の剛柔流空手道を伝承し続け、後世に
残していくことが発展につながります。会員の努力に期待しています。茲に
第 50 回全国大会に国内外と会員が一同に集まり日頃から切磋琢磨し、稽古に
励んだ成果を発揮され、良い結果を出し、また、会員の親睦を計って思い出
深い大会にしてください。」と挨拶された。続いて沖縄県玉城デニー知事代理
の照屋義実副知事より祝辞を頂きました。樫葉芳之審判委員長より試合上の
注意について説明があり、競技はスタート。昼食時にはアトラクションとし
て沖縄舞踊・エイサーが披露され、一同は沖縄色に魅了されました。参加人
数は延べ人数 1,517 人でした。 
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京都 Aチーム ３ VS 0 香川チーム 
監督　青木 勲先生 監督　福家 孝一先生

１回戦：福岡 A １ｘ４・２回戦：長崎 ２ｘ４ １回戦：オーストラリア ０ｘ３・２回戦：大分 A ２ｘ３
先鋒：窪　内　志　道 選手 5－0 先鋒：日　下　太　陽 選手 
次鋒：中　野　紘志朗 選手 5－0 次鋒：甲　斐　日　向 選手
中堅：平　森　大　翔 選手 2－1 中堅：栗　原　慧　太 選手 
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第 50 回　形競技チャンプの一言第 50 回　形競技チャンプの一言

東風平 蓮（大阪）

①小学1年男子　形
求武館 小川富貴師範の下で三年の歳が
過第50回全国大会に出場して良い成績
が残せました。小川先生や先輩からの
指導とアドバイスをいただいたお陰で
全国大会で優勝でき感謝いたします。
今後もよろしくおねがい致します。上
位を目指し頑張ります。ありがとうご
ざいました。 水本 凛凪（香川）

⑦小学1年女子　形
日新館綾川 北林秀章師範、北林正大先生、
北林泰明先生の指導のもとで空手道を始めて
まだ日が浅いですが優勝することが出来まし
た。道場の先輩や保護者の旁々に励まされ勇
気づけられることで頑張ってこれました。あ
りがとうございました。皆様の温かいご声援
に感謝申し上げ上位を目指し一生懸命練習を
続けていきますのでご指導をよろしくお願い
致します。

国分 ユウ（福岡）

②小学２年男子　形
森 敏浩師範（常志館）の道場で３年
目、基本の大切な事を学び優勝を手に
しました。道場生の仲間と切磋琢磨し
稽古にとり組んで来た結果、優勝出来
ました。皆様のご声援に感謝申し上げ
ます。これからも頑張って稽古してい
きますのでご指導よろしくお願い致し
ます。 板橋　渚（沖縄）

⑧小学2年女子　形
沖縄拳秀館 上地道場 上地拳王師範に学
び2年余り、地区で沢山の大会に出場し
て来ましたが、全国へ行くと形も気合
も私より上位の方が多くいました。負
けると涙があふれてくるけれど、もっ
ともっと強くなりたい気持ちが芽生
え、多くの大会で優勝して師範上地拳
王先生を喜ばせる様頑張ります。有難
うございました。

井口 皓介（和歌山）

③小学３年男子　形
拳武館本部道場で津本延孝師範の指導
で稽古に励んで来ました。辛い時も楽
しい時も道場の仲間と稽古のお陰で優
勝できましたありがとうございます。
空手を通して多くの友達ができまし
た。これからも稽古を重ね良い成績が
とれますようガンバリます。ご指導、
応援に感謝致します。 田中絵美莉（京都）

⑨小学3年女子　形
大志館 中野秀人師範、さおり先生にご
指導頂き、二連覇することが出来まし
た。ありがとうございました。優勝で
きても課題は沢山ありますが、練習を
重ね試合に出れる様稽古を続けていき
ますので両先生の「失敗を恐れず、最
高の形を」の言葉を忘れず胸に止めこ
れからも励んでいきます。

森　蓮志（福岡）

④小学４年男子　形
常志館 森 敏浩師範の下で７年目、稽古
では辛い時や楽しい時など空手の仲間
たちが応援、励ましてくれます。先輩
や指導してくださる先生に感謝しこれ
からも良い成績が残せるよう頑張って
稽古に取り組んでいきます。ありがと
うございました。

清野 なな（京都）

⑩小学4年女子　形
大志館 中野秀人師範、中野さおり先
生、先輩方にご指導していただき優勝
できました。昨年は予選敗退と悔しい
結果でしたが、空手の練習から逃げた
い気持ちでしたが、諦めず何とか乗り
越え練習に集中してきたお陰で結果が
でました。これからも、気持は負けず
大切な仲間と練習を楽しく続けていき
たいです。

谷　伊織（和歌山）

⑤小学5年男子　形
徳野勝己師範の道場で練習を一回一回
大切にし、形の稽古に毎日一生懸命取
り組んだことで49回大会での優勝に続
き、二連覇することが出来ました。6年
間空手を続けて、多くの仲間が出来、
諦めない心と礼儀の大切さを学ぶこと
が出来、周りで応援して下さった旁々
に感謝の心を大切に稽古に頑張ってい
きます。 岡元 杏樺（茨木）

⑪小学5年女子　形
剛和会 秋田政夫師範に3年6ヶ月指導を
していただき道場では礼儀作法や形の
分解を教わり形の演武が楽しくなりま
した。これからも師範や仲間に感謝の
気持を忘れず自分の形を演武できるよ
う頑張っていきます。ありがとうござ
いました。

藤本 康正（香川）

⑥小学6年男子　形
日新館綾川で北林秀章師範に稽古を幼
児から始め多くの友達や仲間に出会い
友人と切磋琢磨し、小学6年になり形競
技を通じて後輩が出来、皆んなのお手
本に成るよう稽古に励んできたお蔭で
優勝出来ました。次のステージを目指
し師範や教えて下さる先輩、先生方に
感謝申し上げます。ありがとうござい
ました。 山中 彩未（京都）

⑫小学6年女子　形
大志館 中野秀人師範の下で6年６ヶ月空手道
の指導を学びどんな事でも自分から進んで取
り組み、苦しくても、くやしくても逃げず最
後までやりとげるということを大切にしてい
き、空手友達と支え合って沢山楽しいことが
増えるように、これからもつらい時があって
もめげずに諦めず、そして楽しく空手に向か
っていきます。これからもご指導、ご支援に
感謝をして続けていきます。

石尾 悠介（京都）

⑬中学生1年男子　形
心華館 加藤映彦師範を始めご指導いた
だいた道場の先生方や先輩、仲間、応
援してくださった皆様に感謝申し上げ
ます。稽古では上手に出来ないことも
沢山ありましたが、皆様のご指導のお
蔭で乗り越えることができました。こ
れからも感謝の気持を忘れず日々頑張
っていきます。ありがとうございまし
た。 田中 祷莉（京都）

⑯中学生1年女子　形
大志館 中野秀人師範、中野さおり先生
に7年ご指導していただき優勝ができま
した。悔しさを知って強くなれ、困難
な事も全てチャンスだと思い前向きに
稽古してきました。先生方や家族、周
りの旁方の支えがあり空手を愛好して
います。感謝の気持を忘れず、これか
らも一生懸命稽古に励みます。ありが
とうございました。

魚屋 耀翔（大分）

⑭中学生2年男子　形
原北道場 本多基次師範の下で7年指導
頂き日々稽古の中で努力を積み重ねる
大切さ、多くの人々に感謝の気持を忘
れないことを学び、空手を通して大会
や合宿で知り合った仲間との親睦を深
めることの素晴らしい経験があり、仲
間達との絆を大切に又支えて下さる
旁々への感謝を忘れずガンバリます。
ありがとうございました。 佐藤 凛子（大分）

⑰中学生2年女子　形
秀徳会 佐藤重徳師範に５年指導して頂き
空手道を通して礼儀、努力することの大
切さを学び何よりも相手への思いやり、
感謝の心を常に持つことを日々心掛け、
沢山の方が応援して下さる選手になれる
様「心・技・体」を鍛え「自分の形」を
追求し、精進したいと思います。今後も
ご指導のほどよろしくお願いいたしま
す。ありがとうございました。

玉城 颯環（沖縄）

⑮中学生3年男子　形
研修館 本部 照屋幸栄師範の下で4才から始
め優勝を目標に励んできました。50回記念
の節目に、稽古の成果を最大限に発揮でき目
標が達成できました。空手に出会い身体を鍛
え、礼儀をわきまえ感謝の気持を忘れず、強
い心を育むことができました。多くの先生と
出会いがあり切磋琢磨することで得られたも
のが多く日々感謝しています。先生方への敬
意を払いつつ一層研鑽を積んでいきたいと思
います。 勝嶋 夕貴（京都）

⑱中学生3年女子　形
陽心館 渡邊佑資館長の下で7年指導を
して頂き多くの先生方のご指導や、周
りで応援していただいた方のお蔭で優
勝することができました。空手を通じ
て、結果が出なくても日々の努力が実
になることを学びました。支えてくだ
さる旁方への感謝の気持を忘れず日々
稽古に励みます。今後もご指導お願い
いたします。
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高見 玲央（福岡）

⑲少年男子（18歳以下）形
宗像空手道教室　内 洋一先生、関屋喜治先
生の下で4年、高校に入って勉強と部活を両
立する事の難しさを感じ悩む事が多かったが
臥薪嘗胆の思いで取り組んだ結果、二連覇で
きて嬉しく思います。
道場の先生を始め両親、仲間など今日まで空
手に携わっていただいた旁方とご支援のお蔭
だと思います。心より感謝申し上げ、今後も
自分の納得のいく演武ができるよう精進して
参ります。 宇根田 季（京都）

⑳少年女子（18歳以下）形
大志館 中野秀人師範をはじめ多くの友人や
家族のお蔭で優勝できました。空手道を通じ
て目標を立て努力することの大切さを学び簡
単なことではないが、試合が落ちついて演武
ができ、自分一人の努力だけでなく、稽古の
場所、環境を作ってくださる師範の指導で優
勝できました。多くの人に支えられているこ
とを実感しました。これからも上位を目指し
稽古に励んでいきます。

西山　走（大分）

�一般男子　形
秀徳会 佐藤重徳師範指導の下多くの諸先
生方に支えていただきありがとうござい
ます。各選手の頂点になって更に活躍で
きるよう頑張っていき、次世代の子供達
にも日本代表として活躍してもらえる選
手が生まれるよう常に背中をみせられる
演武となれればと思っております。今後
も世界を目指し更に進化し、子供達のお
手本となるよう精進してまいります。 柳澤 花月（東京）

�一般女子　形
聖心館 竹川達男師範の指導の下優勝出
来ました。
空手道と出会って23年沢山の人と知り
合い礼儀、精神面、忍耐力、等様々な
事が鍛えられましたが、まだまだ学ぶ
事が多くありますが感謝の心を忘れ
ず、さらに精進して行きます。ありが
とうございました。

小森 周一（大阪）

�50歳以上男子　形
實英会 田中 實師範の下多くの方々の、ご指導、
励まし、支えがあって優勝が出来ました。ありが
とうございます。感謝の一言につきます。世界
はもとより社会では色々、様々な事が起きてお
りますが、いま命があり空手道を続けることの幸
せを実感しております。好きで取り組んだ空手
なのに悩み、挫折しそうな時も、人々達との縁、
成長、生きる楽しみを与えてくれる道だと思い
ます。良い思い出が増えるよう頑張って続けて
いきます。今後もご指導よろしくお願いします。 吉岩百合子（大分）

�40歳以上女子　形
秀徳会 佐藤重徳師範の指導を受け、多
くの先生方の支えを頂き道場の仲間や
家族から応援やサポート頂き、この成
果が報恩になればと思います。稽古で
は師範、道場生の仲間から技法等、懸
命に励む姿勢を学んでいます。今後も
人との繋がりを大切にし形を追求して
いきたいと思います。

一色三都國（愛媛）

�小学生1年男子　組手
矢野吉基師範指導で空手を学び三年目
で優勝ができました。道場の先生、仲
間の応援で励まされ努力を続けてこら
れました。オリンピックに出場できる
様に又、日本一を目指し強くなり未来
も優勝できるよう稽古にガンバリま
す。

井上 瑛琉（京都）

�小学生１年女子　組手
大志館 中野秀人師範に３歳の時から始め
ました。心も体も強くなってほしいと空
手の指導を受けましたが、突きや蹴りは
なく、大きな声できちんと丁寧に挨拶す
ることを教えてもらいました。小学校に
入学するまでは楽しんでいましたが、次
第に勝ちたい強くなりたいと思い、道場
の先生方の温かい指導の下一生懸命に稽
古に励んで優勝できました。ありがとう
ございまた、感謝しております。

吉住幸之助（福岡）

�小学生２年男子　組手
常志館 森 敏浩師範に空手を学ぶこと四年
で優勝を手にしました。空手道から礼儀
や体力向上などを目的で始め師範や道場
の仲間のおかげで日々稽古を頑張ること
の大切さを学んで、大会で良い成績を残
せる姿に嬉しく思います。今後も楽しく
空手において上位を目指して稽古をしま
す。ご指導よろしくおねがいします。あ
りがとうございました。 長沢 結月（福岡）

�小学生２年女子　組手
常志館 森 敏浩師範で１年１ヶ月の稽古
を指導して頂き体も心も強くなること
ができ優勝しました。森先生や仲間に
支えて頂き楽しく空手を続けていま
す。これからもご指導をよろしくおね
がいいたします。ありがとうございま
した。

川口 湊都（福岡）

�小学生３年男子　組手
常志館 森 敏浩師範の下で五年目身体的
にも精神的にも成長し優勝させて頂き
ました。勝つことの喜びを知り、目標
に向けて努力を続けることの大切さを
学んできました。道場の仲間や応援し
て下さる皆さんに感謝申しあげます。
ありがとうございました。

小谷 真穂（京都）

�小学生３年女子　組手
玄武館 髙橋 暉館長、武丸先生、慶先
生、武内先生にご指導いただき、四歳
から稽古を始め、全国大会で優勝でき
ました。日頃から各先生や一緒に稽古
している皆さんへの感謝を忘れずこれ
からも努力して強くなるよう頑張りま
す。

松本 尚樹（京都）

�小学生４年男子　組手
陽心館 渡邊佑資師範のご指導の下、五
年目で優勝を手にしました。空手が好
きで楽しくて仕方ありません。勝った
時も負けた時も温かく包み込み、ご指
導して下さる先生、共に励まし合い切
磋琢磨して稽古して下さる道場生の
方々や、全国各地の友人達に心から感
謝しております。今後も「太陽」の心
持ってガンバリます。 高井 礼愛（香川）

�小学生4年女子　組手
日新館 綾川 北林秀章師範、北林正大先生
のご指導の下、兄が空手を始めた影響で
一年生の夏から毎日稽古に頑張ってきま
した。双子の妹と一緒で常にライバルと
し毎日稽古に励んできました。嬉しい時
も悔しい時も一緒、優勝を一つの通過点
として今後も空手と向き合い、上位を目
指し頑張っていきます。ご指導下さる先
生方に感謝申し上げ、これからもよろし
くお願いします。

東房　新（福岡）

�小学生５年男子　組手
新武館 吉田憲正師範や保護者の皆様あ
りがとうございます。温かい支えがあ
ったからこそ優勝できました。空手を
通じて「心・技・体」をバランスよく
全力で空手を楽しんでチャレンジして
いきたいです。ご指導、ご声援をよろ
しくおねがいします。

清水 優桜（京都）

�小学生５年女子　組手
空翆会 長谷川 誠師範の指導で前向きの
気持、逃げない最後まで諦めない事を
意識した一年でした。勝つと思うな！
負けぬと思えの教えで心身共に成長で
き、これからも一生懸命に頑張ってい
きたいと思います。ありがとうござい
ました。

主原 琉生（京都）

�小学生６年男子　組手
克己館 青木 勲師範で六年間道場の仲間
と支えあってきました。厳しい稽古を
共に乗り越え、コーチも私の結果が実
るようなアドバイスや勇気づけられた
結果、優勝できました。空手道を通じ
仲間と支えあう大切さを学び、その重
要性に気づきました。ありがとうござ
いました。 森下 真希（京都）

�小学生６年女子　組手
心華館 加藤映彦師範の指導で８年目負
ける悔しさと勝つ喜びを沢山経験し
「継続は力なり」と言うことを学びま
した。世界一を目指してこれからも努
力を惜しまず空手道に励みます。優勝
ができありがとうございました。先生
方、道場の皆さんに感謝をもうし上げ
これからもご指導、ご声援をよろしく
お願いします。
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藤田諒造（和歌山）

�中学生1年男子　組手
拳武館 大阪 徳野勝己師範、長嶋ユミ先
生、長嶋 耕先生の指導を頂き７年目、習
い始めあまり好きではなかったですが、
先生方のお蔭で稽古には全て出席する程
大好きになりました。空手のおかげで礼
儀や人に対する思いやり、体の使い方を
知ることを学びこれからも色々と大会で
結果を残せる様、苦手な事でも仲間と共
に高め合っていきたいと思います。あり
がとうございました。 志賀 れな（京都）

�中学生1年女子　組手
空翠会 長谷川 誠師範のもとで七年間、
時には厳しく沢山のことを学びまし
た。全国大会で優勝できたのは長谷川
誠師範の温かいご指導のお陰です。本
当にありがとうございました。空手を
通じて礼儀を学び、負ける悔しさ、勝
つことの喜びともに体に染みました。
これからも前に向って稽古に励みま
す。

野田部裕貴（福岡）

�中学校２年男子　組手
新武館 吉田憲正師範の下で９年日々の
稽古で礼儀作法を学び忍耐力を鍛えら
れ空手道の稽古に魅力を感じるほど楽
しく思います。空手を通じて仲間が多
く出来て人とのつながりを大切に思い
ます。ありがとうございました。

石川 心絆（秋田）

�中学生2年女子　組手
忍会総本部 石塚 司師範の下で空手を通
じて礼儀や集中力が身に付き日々の稽
古で道場の仲間と高め合い沢山の方々
に支えられ優勝することが出来まし
た。ありがとうございました。これか
ら先も支えて下さっている方々に感謝
し、日々成長できるよう頑張ります。

松永 燕礽（福岡）

�中学生３年男子　組手
新武館 吉田憲正師範で空手を始めて15
年試合で上手にいかなくて負ける時も
あったが先生や先輩・仲間と一杯稽古
をして優勝を手にしました。皆さんの
お蔭です。ありがとうございました。
これからも、ご指導よろしくお願いし
ます。感謝を忘れずこれからもガンバ
リます。 松本 夢果（福岡）

�中学生3年女子　組手
獅流館 山下 遼師範の指導で10年、私
は空手道を通じて、礼儀や挨拶が身に
つきました。相手に対する感謝を忘れ
ずに空手道に励むことができていま
す。その中で「心・技・体」の努力を
怠らないよう心がけしております。皆
さんのご声援で優勝ができました。あ
りがとうございました。

松井 結愼（香川）

�少年男子（18歳以下）組手
日新館本部 崎山幸一師範で稽古に励んで
きました。中学校までは大分の原北道場
で学び、空手道を通じて精神力、忍耐力
と「つながり」の大切さを実感しており
ます崎山先生がよく仰っておられる言葉
です。大分、香川と空手道から多くのつ
ながりが生まれ今大会でも沢山の人が声
を掛けて頂き、声援を頂き優勝できたの
も皆さんの支えがあったおかげと感謝致
します。ありがとうございました。 迎 侑夏（福岡）

�少年女子（18歳以下）組手
常志館 森 敏浩師範の下で10年指導を
受け優勝できました。私にとって非常
に貴重な経験となりました。今後もさ
らに高みを目指し空手道を通じて自分
を磨いて目標に向かっていきたいと思
います。今まで指導して下さった先生
方に感謝を申しあげます。ありがとう
ございました。

平森 大翔（京都）

�一般男子軽量級（-65kg）組手
空翠会 長谷川 誠師範で14年、礼儀や
忍耐力、負けない気持を身に付けるこ
とが出来、今後も自分が行って行くこ
とに一生懸命取り組めることに自信が
つきました。指導して下さる先生、応
援して下さる皆さんに感謝いたしま
す。ありがとうございました。

大賀 滉世（京都）

�一般男子無差別級　組手
克己館 青木 勲師範の下で空手道を学び、環
境が変わるたびに色々な人達と出会い、多く
の事を学び、心も身体も強く成長できたと思
います。念願の剛柔会全国大会で初出場から
5年越しの思いもあり「とにかく楽しむ！」
ことを最優先にしてきたので、優勝ができて
本当に嬉しかったです。心の安定感と指導し
て下さる先生、仲間との絆のお陰です。感謝
いたします。今後自分にできる事は何かを考
え、努力していきます。

市川銀二郎（長崎）

�一般男子中量級（-75kg）組手
武當館 針尾一統師範の指導で空手を学
び、空手道を通じて礼節、人の接し方な
どの大切さを改めて感じることができま
した。競技の相手は勿論、全ての人々や
物、自分自身に対し謙虚な気持を忘れな
いことで、良い成績が残せることも、沢
山のサポートや応援と環境があったこと
で良い結果ができました。
皆さんのお心に感謝申しあげます。
ありがとうございました。 三島 桜妃（富山）

�一般女子（-55kg）組手
剛信館 島 久雄師範の指導の下17年間空
手を続けてきました。日々稽古の結果二
連覇達成しました。普段支えて下さる先
生、仲間の温かい指導のお陰です。稽古
の大切さを感じております。今後もご支
援を受けて成長していきたいと思いま
す。よろしくおねがい致します。
今までの支えに感謝申し上げます。あり
がとうございました。

廣嵜 隆朗（福岡）

�一般男子重量級（+75kg）組手
宗像教室 関屋嘉治師範を始め多くの指導
者の先生方に恵まれライバルや仲間達と
切磋琢磨することで空手道だけでなく人
としても成長できていると感じていま
す。現職の自衛官として必要な資質にも
生ており、改めて空手道を学んで良いと
思っており、今後も先生、家族、仲間の
人達と良い環境に感謝し日々を精進して
いきます。ありがとうございました。 皷 莉奈（東京）

�一般女子（+55kg）組手
聖心館 竹川達男師範で24年邁進してまいり
ました。空手を通じて私の人生で学んだ事は
何事においても「辛い時こそ前で勝負する」
ということです。試合はもちろん、人生にも
大切にしています。空手道で体験した出来事
は、社会でも生かすことを常に念頭において
歩んでいます。空手を愛好し続ける人間とし
て、先生、友達、仲間に恩返ししていきたい
と思います。ご支援に感謝申し上げます。
ありがとうございました。
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形　　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位

①小学生男子 （1 年生） 東風平　蓮（大阪府） 市村　全（福岡県） 木﨑　元都（京都府）

②小学生男子 （2 年生） 国分　ユウ（福岡県） 堂園　悠人（京都府） 青井　楓真（福岡県）

③小学生男子 （3 年生） 井口 皓介（和歌山県） 市村　丞（福岡県） 大澤　義（香川県）

④小学生男子 （4 年生） 森　蓮志（福岡県） 堂園　晃大（京都府） 冨名腰　盛（福岡県）

⑤小学生男子 （5 年生） 谷　伊織（和歌山県） 佐藤　龍希（大分県） 三明　慶祐（京都府）

⑥小学生男子 （6 年生） 藤本　康正（香川県） 鹿毛　蓮志（長崎県） 内藤 凜太郎（京都府）

⑦小学生女子 （1 年生） 水本　凛凪（香川県） 明神　一華（大阪府） 山口　凌央（大阪府）

⑧小学生女子 （2 年生） 板橋　渚（沖縄県） 寺門　舞弥（秋田県） 穴見　優和（大分県）

⑨小学生女子 （3 年生） 田中 絵美莉（京都府） 藤田　こころ（京都府） 高野　月那（京都府）

⑩小学生女子 （4 年生） 清野　なな（京都府） 鹿毛　梨華（長崎県） 佐々木 惟楓（宮城県）

⑪小学生女子 （5 年生） 岡元　杏樺（茨城県） 若林　月菜（京都府） 安藤　可帆（高知県）

⑫小学生女子 （6 年生） 山中　彩未（京都府） 木原　東風（福岡県） 木原　陽愛（福岡県）

⑬中学生男子 （1 年生） 石尾　悠介（京都府） 大内　晴陽（宮城県） 中西　碧（和歌山県）

⑭中学生男子 （2 年生） 魚屋　耀翔（大分県） 伊佐　李地（沖縄県） 木村　隼士（福岡県）

⑮中学生男子 （3 年生） 玉城　颯環（沖縄県） 小山内 颯人（秋田県） 真栄城　豪（沖縄県）

⑯中学生女子 （1 年生） 田中　祷莉（京都府） 村田　幸菜（京都府） 髙原　日和（京都府）

⑰中学生女子 （2 年生） 佐藤　凛子（大分県） 渡口　陽凛（長崎県） 庄　真嬉（大分県）

⑱中学生女子 （3 年生） 勝嶋　夕貴（京都府） 上原　杏梨（沖縄県） 金城　樹佳（沖縄県）

⑲少年男子 （18 歳以下） 高見　玲央（福岡県） 戸髙　真吾（福岡県） 麦谷　亮英（京都府）

⑳少年女子 （18 歳以下） 宇根田　季（京都府） 松矢　桜子（愛媛県） 林　亜美（鹿児島県）

�一般男子 西山　走（大分県） 大城　有貴（沖縄県） 森田　博尚（奈良県）

�一般女子 柳澤　花月（東京都） 大川　泉帆（愛知県） 日髙 瑞希（鹿児島県）

� 50 歳以上男子 小森　周一（大阪府） 東　剛司（東京都） Karetsian Stacey（オーストラリア）

� 40 歳以上女子 吉岩 百合子（大分県） 冨久川 幸枝（大阪府） 金巻　愛唯（東京都）
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組　手　試　　合 優　　　勝 準　優　勝 ３　　　位 ３　　　位

�小学生男子 （1 年生） 一色　美都國（愛媛県） 市 村　 全（ 福 岡県 ） 磯田　波久斗（福岡県） 新井　凰世（京都府）
�小学生男子 （2 年生） 吉住　幸之助（福岡県） 木下　陽斗（福岡県） 祖田　健吾（香川県） 菅野　結弦（福島県）
�小学生男子 （3 年生） 川口　湊都（福岡県） 福永　将大（福岡県） 山田　湊真（香川県） 山本　琶琉（福岡県）
�小学生男子 （4 年生） 松本　尚樹（京都府） 八尋　大晴（福岡県） 東 木　 健（ 福 岡県 ） 田原　大輝（福岡県）
�小学生男子 （5 年生） 東 房　 新（ 福 岡県 ） 榎本　圭登（福岡県） 櫻木　龍瑞（福岡県） 片岡　獅子杜（奈良県）
�小学生男子 （6 年生） 主原　琉生（京都府） 山崎　琉恩（福岡県） 小川　誠人（和歌山県） 鴨川　真武（長崎県）
�小学生女子 （1 年生） 井上　瑛琉（京都府） 明神　一華（大阪府） 大 津　 杏（ 福 岡県 ） 角田　咲幸（京都府）
�小学生女子 （2 年生） 長沢　結月（福岡県） 堀　夏紡花（福岡県） 渡邊　咲結（大分県） 張　 晨 曦（ 京 都 府 ）
�小学生女子 （3 年生） 小谷　真穂（京都府） 田原　幸来（福岡県） 東 房　 葵（ 福 岡県 ） 田中　絵美莉（京都府）
�小学生女子 （4 年生） 高井　礼愛（香川県） 吉田　結奈（福岡県） 阿比留　海花（長崎県） 大野　いちほ（香川県）
�小学生女子 （5 年生） 清水　優桜（京都府） 山﨑　多瑛（京都府） 菅井　彩生（宮城県） 竹園　璃音（福岡県）
�小学生女子 （6 年生） 森下　真希（京都府） 菅野　美桜（福島県） 山中　彩未（京都府） 浅井　萌羽（京都府）
�中学生男子 （1 年生） 藤田　諒造（和歌山県） 江川　聡真（福岡県） 木下　翔斗（福岡県） 東房　陽向（福岡県）
�中学生男子 （2 年生） 野田部　裕貴（福岡県） 高井　伶凰（香川県） 迎　瑠衣斗（長崎県） 山田　暖大（香川県）
�中学生男子 （3 年生） 松永　燕祁（福岡県） 宮本　光来（福岡県） 久島　隆雅（福岡県） 川野　幹太（大分県）
�中学生女子 （1 年生） 志賀　れな（京都府） 秋吉　栞名（福岡県） 安部　七海（福岡県） 猪俣　莉子（大分県）
�中学生女子 （2 年生） 石川　心絆（秋田県） 金戸　紅空（大分県） 鈴木　咲良（京都府） 坂川　夏音（京都府）
�中学生女子 （3 年生） 松本　夢果（福岡県） 土田　來夢（秋田県） 藤澤　喜衣（福岡県） 森　 陽 菜（ 京 都 府 ）
�少年男子 （18 歳以下） 松井　結慎（香川県） 神吉　那津（福岡県） 小金丸　逸人（福岡県） 甲斐　日向（香川県）
�少年女子 （18 歳以下） 迎　 侑 夏（ 福 岡県 ） 江川　真稟（福岡県） 幸　 瑞 希（ 大 分 県 ） 矢守　梨愛（京都府）
�一般軽量級 （65kg 未満） 平森　大翔（京都府） 岩部　大真（香川県） 日下　太陽（香川県） 山崎　光翔（京都府）
�一般男子中量級 （75kg 未満） 市川　銀二郎（長崎県） 金城　亨鷹（沖縄県） 當銘　琉粋（沖縄県） 板良敷　朝紀（沖縄県）
�一般男子重量級 （75kg 以上） 廣嵜　隆朗（福岡県） 丸石　絢斗（長崎県） 足立　龍哉（大分県） 川原　征起（富山県）
�一般男子無差別級 大賀　滉世（京都府） 岩 本　 遼（ 香 川県 ） 藤澤　貴樹（大分県） 江藤　純哉（大分県）
�一般女子 （55kg 未満） 三島　桜妃（富山県） 柳澤　花月（東京都） 金巻　愛唯（東京都） 吉岩　百合子（大分県）
�一般女子 （55kg 以上） 皷　 莉 奈（ 東 京 都 ） 髙橋　栞里（宮城県） 津口　天音（沖縄県） 近 藤　 愛（ 福 岡県 ）
�団体戦 （一般男子） 京 都 府 A 香 川 県 長 崎 県 沖 縄 県

(4)第111号令和６年11月11日(月)



山
本　

敬
事
務
長
よ
り 

・
令
和
６
年
度
本
部
審
査 

日　

時
：
２
０
２
４
年
８
月
16
日
㈮ 

受
審
者
：
六
段
位　

19
名

　
　
　
　

七
段
位　

10
名

　
　
　
　

八
段
位　

18
名 

・
海
外
段
位
審
査
会 

　

 

日　

時
：
２
０
２
４
年
８
月
16
日
㈮

受
審
者
：
初
段
位 

26
名
・
貳
段
位 

８
名

　
　
　
　

参
段
位 

８
名
・
四
段
位 

４
名
・
五
段
位 

１
名 

〈
各
委
員
会
報
告
〉

【
議
題
一
】
第
51
回
全
国
大
会
開
催
の
件(

東
北
地
区) 

【
議
題
二
】
第
52
回
全
国
大
会(

関
東
地
区)

予
定

○ 

指
導
委
員
会

令
和
六
年
度　

第
二
回
常
任
理
事
会

・
指
導
委
員
会
研
修
会(

三
技
一
体)

　

 

日　

時
：
２
０
２
４
年
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯

会　

場
：
京
都
テ
ル
サ
・
参
加
者
： 

15
名
と
報
告
。

・
第
20
回
全
国
形
講
習
会　

 

日　

時
：
２
０
２
４
年
６
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯

会　

場
：
京
都
テ
ル
サ
・
参
加
者
： 

71
名
と
報
告
。

樫
葉
芳
之
委
員
長
よ
り

　

第
50
回
大
会
は
組
手
競
技
一
般
種
目
に
お
い
て
剛
柔
会

の
特
色
を
生
か
す
面
ホ
ー
を
付
け
ず
に
実
施
し
ま
す
の
で
、

審
判
員
は
集
中
し
ジ
ャ
ッ
ジ
を
行
い
怪
我
の
無
い
様
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
と
示
さ
れ
た
。 

日　

時
：
令
和
６
年
８
月
16
日
㈮

会　

場
：
沖
縄
県
立
武
道
館(

会
議
室) 

島　

久
雄
委
員
よ
り 

　

教
本
の
残
数
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
今
後
の
方
針
を
決
定
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
と
報

告
さ
れ
た
。

白
井
一
三
事
務
長
よ
り

　

111
号
は
11
月
発
行
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

各
地
区
講
習
会
・
大
会
の
報

告
を
委
員
会
に
報
告
し
て
く

だ
さ
い
と
示
さ
れ
た
。

　

常
任
理
事
の
先
生
・
海
外
支
部
の
代
表
者
の
方
々
に

よ
り
懇
親
が
開
か
れ
各
国
の
先
生
方
と
交
流
の
輪
が
広

が
り
全
国
大
会
へ
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

渡
邉
幸
一
委
員
長
よ
り

　

規
約
の
見
直
し
、
改
正
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
各
専
門

委
員
会
の
規
約
を
再
度
見
直
し
令
和
６
年
末
ま
で
に
回
答

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
説
明
さ
れ
た
。

・
第
11
回
沖
縄
交
流
会
の
日
程
決
定 

　

２
０
２
５
年
１
月
18
日
㈯
・

19
日
㈰
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

案
内
い
た
し
ま
す
と
示
さ
れ
た
。

藤
原
聖
一
委
員
長
よ
り

　

今
年
度
の
海
外
セ
ミ
ナ
ー
は

過
去
最
多
の
参
加
者
で
指
導
委

員
会
の
先
生
方
の
お
陰
で
充
実

し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
、
海
外

受
講
者
か
ら
も
細
か
い
分
解
等

や
相
手
を
付
け
た
技
の
特
訓
な

ど
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
な
っ

た
。
と
喜
ん
で
い
た
と
報
告
さ

れ
た
。 

参
加
人
数　

２
３
４
名 

福
家
孝
一
事
務
長
よ
り

　

本
大
会
で
上
位
入
賞
者
は
Jr

強
化
合
宿
に
参
加
し
て
頂
き
、

一
般
の
方
は
Ｊ
．Ｋ
．Ｆ
．に
推
薦

し
て
強
化
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
に
強
化
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/

t
l
d
.
h
o
l
y
.
j
p
/
5
1
0
k
y
o
-
k
a
/

）

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

随
時
情
報
を
更
新
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
示
さ

れ
た
。

宇治田栄蔵会長

山本 敬事務長

渡邉幸一委員長

藤原聖一委員長

白井一三事務長

中谷辰幸事務長

樫葉芳之委員長

福家孝一事務長 島 久雄委員

津本延孝理事長小齋和範先生

藤原聖一先生

武田 伸事務長

佐藤重徳委員長

　

宇
治
田
栄
蔵
会
長
よ
り
「
今
大
会
は

第
50
回
と
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。
全

国
ま
た
海
外
よ
り
多
く
の
参
加
が
あ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
剛
柔
会
の
結

束
を
示
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
記
憶
に
残

る
大
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

続
い
て
津
本
延
孝
理
事
長
よ
り
「
今

大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
九
州
・
沖
縄
・

四
国
地
区
の
皆
様
大
会
運
営
委
員
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
方
々
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

東
北
地
区
本
部
長
藤
原
聖
一
先
生
よ
り
報
告 

　

日　

時
：
２
０
２
５
年
７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

会　

場
：
元
気
フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
（
宮
城
県
） 

　

小
齋
和
範
先
生
よ
り
詳
細
等
に
つ
い
て
は
来
年
一
月

に
発
信
予
定
で
す
と
説
明
さ
れ
た
。

○
出
席
員
数　

38
名(

３
名
委
任)

で
成
立 

○ 

海
外
委
員
会

○ 

情
宣
・
広
報
委
員
会

懇
親
会(

料
亭
・
那
覇) 

○ 

段
位
委
員
会

○ 

審
判
委
員
会

○ 

選
手
強
化
委
員
会

○ 

道
場
運
営
委
員
会

剛柔会公式ホーム
ページ掲載の上記
バナーよりアクセス
可能です。

○ 

企
画
委
員
会

(5)第111号 令和６年11月11日(月)



　

開
講
式
で
東
北
地
区
本
部
長
の
藤
原
聖
一
先

生
よ
り
、
「
今
年
、
第
50
回
全
国
大
会
が
沖
縄

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
北
地
区
か
ら
多
く
の
審

判
員
が
協
力
で
き
る
よ
う
、
技
術
向
上
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
講

習
会
お
よ
び
ラ
ン
ク
付
け
審
査
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
東
北
各
支
部
か
ら
25
名
が
参
加
し
、

ラ
ン
ク
付
け
に
は
12
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま

し
た
。 

 

　

講
習
会
で
、
堀
井
先
生
よ
り
剛
柔
会
ル
ー
ル

の
一
部
改
正
と
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
小
齋
和
範
先

生
に
よ
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
技
術
の
特
訓
が
行
わ

れ
、
「
選
手
の
安
全
を
最
優
先
に
し
、
技
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
ジ
ャ
ッ
ジ
を
行
う
よ
う
に
」

と
指
導
が
あ
り
、
午
前
の
部
が
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
形
の
加
点
・
減
点
、
平
均
点
の
基

準
を
確
認
し
、
共
有
し
た
ジ
ャ
ッ
ジ
の
基
本
を

統
一
し
ま
し
た
。

　三次信治先生は昭和48年8月大阪（羽曳野市）
において心武會高鷲道場を設立され現在まで長女
の智子さんと二人三脚で青少年育成に空手道を愛
し、多くの門下生を社会に送り出されてこられた
矢先のご逝去でした。
　三次先生は、会社退職後大阪府の東方面にあ
る1,000 m級の金剛山に雨の日も、風雪の日も早
朝登山にチャレンジされ、約9年間にわたり延べ
3,257回登頂され、山頂には名前札が掲げられる
程、何事においても邁進されてこられました。今
日まで空手界においても剛柔会関西地区本部長・
大阪支部長・審判委員会等、剛柔会発展にご尽力
され、多大な功績を残されました。ここにご冥福
をお祈り申し上げます。 � 合　掌 

日
時
：
２
０
２
４
年
６
月
２
日
㈰
午
前
９
時
～
15
時 

会
場
：
宮
城
県
角
田
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
（
宮
城
県
） 

講
師
：

　

東
北
地
区
本
部
長　
　
　
　

 

藤
原
聖
一
先
生(

秋
田
） 

　

剛
柔
会
審
判
委
員
会 

顧
問　

小
齋
則
夫
先
生(

宮
城) 

　

剛
柔
会
審
判
委
員
会 

委
員　

堀
井
純
一
先
生(

秋
田) 

　

剛
柔
会
審
判
委
員
会 

委
員　

小
齋
和
範
先
生(

宮
城) 

選手を動員し試合競技でジャッジ講習会参加の皆様

総勢600名余の参加者講習会

形審査会

男子組手審査

女子組手審査

審査会 琉球國祭り太鼓
鹿児島県支部の皆さん

日
時
：
２
０
２
４
年
６
月
16
日
㈰

会
場
：
伊
集
院
総
合
体
育
館(

鹿
児
島
県
日
置
市)

日　

時
：
２
０
２
４
年
４
月
14
日
㈰
９
時
～ 

会　

場
：
高
知
市
総
合
体
育
館　

主
競
技
場 

参
加
数
：
形 

競 

技
：
１
０
６
名 

　
　
　

 
 

組
手
競
技
：
１
２
５
名 

木
村
庫
之
助
杯 

第
41
回
四
国
地
区
選
手
権
大
会
開
催 

令
和
六
年
東
北
地
区
審
判
講
習
会
開
催

令
和
六
年
度
秋
季
審
査
会
開
催

第
47
回
剛
柔
会
九
州
・
沖
縄
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
開
催

関
西
地
区
指
導
者
講
習
会
開
催

令
和
六
年
度
前
期
段
位
審
査
会
開
催 

　

令
和
６
年
６
月
16
㈰
に
第
47
回
剛
柔
会
九
州
・

沖
縄
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
を
総
勢
約

６
０
０
名
の
参
加
の
も
と
鹿
児
島
県
日
置
市
に

て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
鹿
児
島
城
西
高
等
学
校
空
手
道
部
の

皆
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
休
み
に
は
鞍
馬
楊
心
流
の
琉
球
國

祭
り
太
鼓
鹿
児
島
県
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
エ

イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
獅
子
舞
も
登
場

し
、
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
小
中
学
生
に
よ
る
支
部

対
抗
の
団
体
戦
を
実
施
し
、
各
支
部
の
名
誉
を

か
け
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
先
生
の
挨
拶
で
日
頃
の
稽
古
を
発
揮
し
て
良
い

結
果
に
結
び
ま
す
よ
う
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
と
挨

拶
さ
れ
た
。

　

受
審
者
：
初
段 

３
名
・
貳
段 

２
名
・
参
段 

２
名 

　

年
々
受
審
者
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
次
年
度
の

受
審
者
が
多
く
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
と
示
さ
れ
た
。

　

指
導
者
講
習
会
更
新
・
新
規
認
定
審
査
会
が
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
各
地
区
よ
り
多
数
の
参
加
者
で
塩
見
先
生
始
め
竹
川

先
生
武
田
先
生
の
指
導
の
下
ス
タ
ー
ト
し
た
。
竹
川
先
生
よ
り
空
手
は
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
が
原
点
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
速
く
身
体
が
的
確
に

反
応
す
る
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
と
示
さ
れ
た
。

各 地 区 事 業 報 告
　

■ 

九
州
地
区 

■

　

■ 

関
西
地
区 

■

　

■ 

関
東
地
区 

■

　

■ 

四
国
地
区 

■

　

■ 

東
北
地
区 

■

　

■ 

中
部
地
区 

■

1934年（昭和9年）9月25日～2024年（令和6年）10月4日

剛柔会　監事

三次信治先生(90歳)ご逝去！
＜訃　報＞

日　

時
：

令
和
六
年
10
月
26
日
土
13
時
～
16
時

会　

場
：

愛
知
県
愛
西
市
（
八
開
中
学
校
体
育
館
）

審
査
員
：
渡
邊
幸
一
常
任
理
事
（
岐
阜
） 

島　

久
雄
本 

部 

長
（
富
山)

 

中
野
義
光
副
本
部
長
（
愛
知
） 

森　

宏
樹
事
務
局
長
（
三
重
） 

太
田
熊
野
副
支
部
長
（
富
山
） 

日　

時
：

令
和
６
年
10
月
14
日
㈷
・
㈪
10
時
～
16
時

会　

場
：

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
武
道
場(

和
歌
山
市
手
平)

 

講　

師
：

特
別
常
任
技
術
顧
問

指
導
委
員
会
副
委
員
長

指
導
委
員
会
事
務
長

塩
見　

明
先
生(

京
都)

 

竹
川
達
男
先
生(

東
京)

 

武
田　

伸
先
生(

愛
媛)

 

日　

時
：
令
和
六
年
６
月
23
日
日
９
時
30
分
～

会　

場
：
日
本
空
手
道
会
館
４
Ｆ

立
会
人
：
岩
河
孝
一
先
生
（
関
東
地
区
本
部
長
）

審
査
委
員
長
：
竹
川
達
男
先
生
（
関
東
地
区
副
本
部
）

山
蔭
恵
美
子
先
生
・
中
泉
次
男
先
生

秋
田
政
夫
先
生
・
今
井　

潔
先
生

受
審
者
：
初
段
６
名(

合
６
名
）
・
貮
段
５
名(

合
２
名
）

参
段
５
名(

合
５
名
）
・
四
段
２
名(

合
２
名
）

五
段
２
名(

合
１
名
）
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２
０
２
４
年
度 

海
外
支
部
代
表
者
会
議
開
催

 

２
０
２
４
年
度 

本
部
段
位
審
査
会（
六
段
～
八
段
）

 

２
０
２
４
年
度 

海
外
段
位
審
査
会(

初
段
～
五
段
）

日　

時
：
２
０
２
４
年
８
月
16
日
㈮

　
　
　

 

10
時
～
17
時

会　

場
：
沖
縄
県
立
武
道
館
第
２
錬
成
道
場

委
員
長
：

審
査
員
：

大
木
兼
光
先
生
（
佐
賀
）

津
本
延
孝
先
生
（
和
歌
山
）

佐
藤
重
徳
先
生
（
大
分
）

村
松
真
孝
先
生
（
静
岡
）

竹
川
達
男
先
生
（
東
京
）

藤
原
聖
一
先
生
（
秋
田
）

小
齋
則
夫
先
生
（
宮
城
）

立
会
人
：

照
屋
幸
栄
先
生
（
沖
縄)

並
木
知
徳
先
生
（
東
京)

受
審
者
：
・
六
段
位
：
19
名
→
合
格
９
名

・
七
段
位
：
10
名
→
合
格
６
名

・
八
段
位
：
18
名
→
０

日　

時
：

２
０
２
４
年
８
月
16
日
㈮

13
時
～
17
時

会　

場
：

沖
縄
県
立
武
道
館　

第
１
錬
成
道
場

委
員
長
：

審
査
員
：

前
川
英
博
先
生
（
大
阪
）

髙
橋　

悟
先
生
（
秋
田
）

増
田
敏
雄
先
生
（
大
阪
）

遠
藤
知
義
先
生
（
岡
山
）

塩
路
直
也
先
生
（
和
歌
山
）

受
審
者
：
・
初
段
位
：
25
名

・
弐
段
位
：
８
名

・
参
段
位
：
８
名

・
四
段
位
：
４
名

・
五
段
位
：
１
名

※
受
審
者
全
員
合
格

海外支部代表者会議会場審査員の先生方審査員の先生方 審査会場審査会場

日
時
：
２
０
２
４
年
８
月
15
日
㈭
16
時
30
分
～

会
場
：
沖
縄
県
立
武
道
館　

第
１
錬
成
道
場

　

海
外
委
員
長
藤
原
聖
一
先
生
、
副
委
員
長

竹
川
達
男
先
生
、
常
任
顧
問
前
川
英
博
先
生

等
よ
り
海
外
支
部
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ

20
ヶ
国
の
代
表
者
が
集
結
し
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
２
３
４

名
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
勢
力
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の
が
見
受
け
ら
れ
、
剛
柔

会
発
展
に
良
い
気
運
が
発
生
し
て
お
り
各
講

習
会
も
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
委
員
会
事
務
局
よ
り
各
事
業
申
込

み
、
大
会
参
加
申
込
手
続
等
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
利
用
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
下
さ
い
と
報
告
さ
れ
た
。

令和６年４月 1 日
～６年８月 31 日 令 和 六 年 度 昇 段 者 一 覧令 和 六 年 度 昇 段 者 一 覧

初　段
入 交 聡 子 高 知
梅 田 流 向 京 都
若 林 俐 青 京 都
吉 阪 一 晴 京 都
小 西 雄 稀 京 都
糸 田 啓 真 京 都
岸 本 一 隼 京 都
中 川 　 叶 京 都
内 藤 敬 大 京 都
中 尾 ラ ナ 京 都
宮　島　瑚都乃 京 都
矢 守 梨 愛 京 都
上 坂 　 楓 京 都
土 屋 文 乃 京 都
小　林　亜希子 京 都
ア レ ッ ク ス 　 チ ャ ー チ ル ニュージーランド
エ イ ミ ー 　 エ リ オ ッ ト ニュージーランド
ジ ャ ケ 　 マ ス グ レ イ ブ オーストラリア
ボ ー ニ 　 ソ ー ン ダ ズ オーストラリア
アングス　ヲル オーストラリア
サ ブ レ イ 　 ナ イ ト オーストラリア
ア イ ザ ク 　 シ ュ ナ イ ダ オーストラリア
ナッチャノック　チュンサティアンサップ オーストラリア
タ リ シ ュ 　 エ ン ド レ ズ オーストラリア
ル ク 　 カ メ ン オーストラリア
ベ ン 　 シ ュ ナ イ ダ オーストラリア
ス テ イ ブ 　 ケ ッ リ オーストラリア
砂 川 盛 作 オーストラリア
ポ ー ル 　 ア イ エ ー ナ オーストラリア
西 村 　 菫 大 阪
六津井　智　子 大 阪
塩 野 大 智 大 阪
山 脇 陽 輝 大 阪
大 野 千 春 大 阪
木 谷 隆 明 大 阪
野 村 祐 二 大 阪
山 口 直 輝 長 崎
松　尾　香菜子 長 崎
福 本 鉄 生 長 崎
田 原 未 結 長 崎
中 村 明 陽 長 崎
岡　本　英里香 カ ナ ダ
メ イ ソ ン 　 プ ー ン カ ナ ダ
チ ュ ン テ ン グ 　 ラ ウ カ ナ ダ
イ リ ヤ 　 オ ベ チ キ ン カ ナ ダ
ジャイパール　サバーワル カ ナ ダ
ジ ェ レ ミ ー 　 ロ ウ カ ナ ダ
ビクター　フウ カ ナ ダ
ランディ　ドウ カ ナ ダ
陳 　 綾 子 カ ナ ダ

張 　 妍 　 儀 カ ナ ダ
サ ミ ー ル 　 サ バ ー ワ ル カ ナ ダ
福　本　隆之介 和 歌 山
尾 崎 裕 崇 和 歌 山
松 下 真 心 和 歌 山
安 藤 一 華 和 歌 山
森 口 真 衣 和 歌 山
箱 木 愛 夢 和 歌 山
藤 原 久 徳 和 歌 山
百 々 春 稀 和 歌 山
福 浦 篤 成 和 歌 山
玉 井 凰 聖 和 歌 山
新 田 竜 也 和 歌 山
窪 北 雅 則 和 歌 山
藤 井 遥 花 大 分
石　井　虎羽助 大 分
本 室 嘉 己 大 分
鈴 木 　 脩 秋 田
加賀谷　日　鞠 秋 田
齊 藤 　 暖 久 秋 田
鈴 木 　 こ こ ろ 秋 田
佐 藤 　 佑 秋 田
古 田 　 夕 陽 東 京
井 出 　 薫 子 群 馬
山 口 　 結 菜 東 京
水 木 　 健 士 郎 東 京
金 巻 　 将 輝 東 京
大 塚 　 寿 人 東 京
何 　 静 　 宣 シンガポール
馬 度 蘇 哈 南 シンガポール
巴拉吉 斯里達蘭 シンガポール
ヂオゴ　シルバ ポ ル ト ガ ル
ジ ョ ア オ 　 ゴ メ ス ポ ル ト ガ ル
ジ ョ ア オ 　 ロ ド リ ゲ ス ポ ル ト ガ ル
矢 部 　 嗣 人 岡 山
ア ビ ゲ イ ル 　 ガ ー ツ カ ナ ダ
オ リ ビ ア 　 カ ル ド ー ソ カ ナ ダ
ク リ ス チ ャ ン 　 バ ー チ ニュージーランド
王 　 一 　  阳 中 国
ザ ビ エ ル 　 カ ル ド ー ン カ ナ ダ
イ ー ワ ン 　 ザ ー ニ ィ シンガポール
ラ ク ラ ン 　 ヘ ン ダ ー ソ ン ニュージーランド
ニ ッ コ ラ ス 　 エ ヴ ァ ン ズ オーストラリア
ミ ッ シ ェ ル 　 ロ ビ ン ソ ン オーストラリア
サラ　ヒックス カ ナ ダ
メ ル セ デ ス 　 ヴ ァ リ カ ナ ダ
胡 　 纹 　 强 中 国
于 　 文 　 彬 　 中 国
龍 　 瑞 　 棠 香 港
關 　 玉 　 龍 香 港
范 　 桂 　 總 中 国
サイモン　ストゥラドリック オーストラリア

程 　 振 　 邦 香 港
ハ イ ス 　 オ ッ ト ハ ウ ス ニュージーランド
陳 　 家 　 樂 香 港
大 谷 　 天 志 シンガポール
フ ィ リ ッ プ 　 レ ジ ャ ン テ カ ナ ダ
ピ ー タ ー 　 ホ ロ ニ ー ス ロ バ キ ア
ケ リ ー 　 リ ー オーストラリア
デ ビ ッ ド 　 ペ ト リ ナ カ ナ ダ

弐　段
河 津 　 麟 京 都
加 賀 啓 太 京 都
米 倉 　 匠 京 都
井 上 拓 良 京 都
三 木 　 淳 京 都
髙 木 　 良 京 都
佐 藤 　 健 京 都
上 坂 　 昭 京 都
西 島 裕 司 京 都
宇根田　　　季 京 都
西 村 倫 子 京 都
西 野 日 奈 京 都
ソ フ ィ ア 　 シ ン ケ ニュージーランド
アナステジア　ユウコヴァ オーストラリア
アレクサンダ　デ　ヴリズ オーストラリア
ダ ン 　 ド ア オーストラリア
タラン　ニャン オーストラリア
ブ ラ ド リ 　 マ ー テ ィ ン オーストラリア
カリナ　チャオ オーストラリア
ジ ェ イ ム ズ 　 ス ツ ロ ク オーストラリア
田 中 秋 道 長 崎
西 川 理 玖 長 崎
中 村 清 音 長 崎
池 田 寿 史 長 崎
ダイアン　ディエップ　タイ カ ナ ダ
クリストファー　シェルズウェル カ ナ ダ
マ シ ュ ー 　 コ ス テ ィ ロ カ ナ ダ
中　松　あいり 和 歌 山
田 中 夏 萌 和 歌 山
田 中 惺 夏 和 歌 山
大 坂 春 乃 和 歌 山
山 口 和 起 和 歌 山
坂 本 雄 飛 和 歌 山
田 中 晴 渡 和 歌 山
宮 野 　 尊 和 歌 山
藤 田 悠 造 和 歌 山
前　田　倫太朗 和 歌 山
田 中 優 衣 和 歌 山
畑 中 龍 心 和 歌 山
木 田 邦 朝 香 川
上　中　美奈子 東 京
富　安　健一郎 東 京

ア ル ツ ル 　 ロ シ ャ ポ ル ト ガ ル
ク ラ ウ ヂ ア 　 ヅ ラ オ ポ ル ト ガ ル
ジ ョ セ 　 サ ン ト ス ポ ル ト ガ ル
成 相 勇 稀 島 根
小 村 奈 々 島 根
倉 住 魁 一 岡 山
髙 山 昇 太 岡 山
ア ン ト ニ ウ ス 　 ゲ ル ツ ニュージーランド
ジ ョ ン 　 マ ク ラ ク ラ ン カ ナ ダ
ケ ウ ィ ン 　 フ ィ エ デ ル ド イ ツ
アレクサンダ　ロビヤー カ ナ ダ
エ ヴ ァ ン 　 ゴ ー ル ド カ ナ ダ
セ イ ラ 　 バ ラ ン テ ィ ン ニュージーランド
テ イ 　 デ レ ク シンガポール
ク レ イ グ 　 グ リ フ ィ ス オーストラリア

参　段
鹿 谷 直 樹 香 川
田 邊 彩 恵 京 都
福 田 和 也 京 都
佐 藤 隆 善 京 都
マ シ ュ 　 ハ ッ ダ ド 　 オーストラリア
エ ミ リ 　 ド ア オーストラリア
魏 　 豪 オーストラリア
ア ン ド ル 　 ウ ェ ル ズ オーストラリア
セ ル ウ ィ ン 　 ノ ツ オーストラリア
音 野 麗 月 大 阪
吉 瀬 雅 章 大 阪
福 本 公 彦 長 崎
首 藤 史 典 長 崎
奥　　　菜々美 和 歌 山
佐 藤 湧 紀 秋 田
浅 野 豪 将 東 京
木 村 壮 佑 東 京
神 田 尚 哉 東 京
髙　橋　千恵子 東 京
新 村 直 彦 東 京
于 　 志 　 文 シンガポール
アフォンス　フィゲイレド ポ ル ト ガ ル
アナ　シメノス ポ ル ト ガ ル
フ ェ ル ナ ン ド 　 ロ シ ャ ポ ル ト ガ ル
ジ ェ イ ド 　 テ イ ラ ー ニュージーランド
レ オ ヌ 　 シ ェ ト ゥ ル ド イ ツ
ス エ 　 フ ォ リ ホ ウ ド イ ツ
シ ャ ン 　 リ ー 　 タ ン オーストラリア
ステップマニ　ジョマルセン オーストラリア
張 　 華 　 堅 中 国
キ ャ サ リ ン 　 パ ト リ ッ ク オーストラリア
ブ レ ン ダ ン 　 キ ン セ ラ オーストラリア

四　段
一 色 克 文 愛 媛

エッマ　ヒ　リ オーストラリア
井 田 達 郎 東 京
滝 原 哲 也 神 奈 川
片 山 功 司 岡 山
ヸ ヸ エ ネ 　 キ シ ュ ド イ ツ
何 　 泓 　 考 中 国
ク レ イ グ 　 レ ノ ッ ク ス オーストラリア
サ イ モ ン 　 ス ミ ス オーストラリア

五　段
イヴァン　クローネンバーグ ス リ ラ ン カ
ジ ョ ン 　 デ ィ ー ン カ ナ ダ
ク リ シ ャ ン 　 ナ ラ ヤ ン カ ナ ダ
チ ャ ー ル ズ 　 フ ィ ン ク カ ナ ダ
飯　沼　ゆかり 東 京
川 﨑 誠 司 長 崎
テ ィ ム 　 マ ク ビ ン オーストラリア

六　段
加賀谷　　　朗 秋 田
サ イ ヒ ン 中 国
植 田 健 介 京 都
安 藤 容 加 高 知
国 安 敏 之 大 阪
吉 田 武 士 大 分
パシリー　ジュカーリン イ ギ リ ス
ピ ー タ ー 　 キ ヨ シ ス オーストラリア
加 嶋 和 夫 大 分

七　段
吉 永 憲 雄 大 分
北　出　ゆかり 奈 良
長 嶋 　 耕 和 歌 山
ミ ッ シ ェ ル 　 パ ト リ ッ ク オーストラリア
ビトー　ゴメス ポ ル ト ガ ル
稲 荷 　 晴 之 京 都

錬　士
加賀谷　　　朗 秋 田
サ イ ヒ ン 中 国
ダ グ ラ ス 　 ス メ レ ク カ ナ ダ
ル イ ジ 　 ス タ ン ジ ア ー ノ イ タ リ ア
羽 藤 正 実 東 京

教　士
清 水 孝 博 京 都
関 川 広 満 栃 木
ミ ッ シ ェ ル 　 パ ト リ ッ ク オーストラリア
宮 本 祥 夫 島 根
山 下 和 久 岡 山

範　士
武 田 　 伸 愛 媛
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剛柔会国際勝正館空手道海外セミナー開催
　日　時：2024年8月7日（水）～13日（火）

　会　場：剛柔会国際勝正館本部道場（千葉県匝瑳市飯倉）

URL：http://www.w-s-karate.com/

国別参加数（順不同）20ヶ国・234名
1 シンガポール 19名 5 ニュージーランド 14名 9 ハンガリー 1名 13 モーリシャス 1名 17 ロシア 1名 
2 中国（香港・広東） 31名 6 カナダ 40名 10 ドイツ 17名 14 アメリカ 9名 18 イタリア 3名 
3 オーストラリア 57名 7 南アフリカ 1名 11 ポーランド 4名 15 バングラデッシュ 2名 19 インドネシア 2名 
4 イギリス 4名 8 スロバキア 4名 12 ポルトガル 19名 16 メキシコ 3名 20 インド 2名 

　全国大会開催二日前より恒例の海外セミナーが始まりました。
通訳などのサポートには海外委員会委員長藤原先生をはじめ海外
委員の先生方、指導には指導委員会の先生方の協力を得て開催さ
れた。
　津本延孝理事長より「空手道の技法や分解等を本場沖縄の空気
を感じながら学び、実のある有意義なセミナーになるよう、積極
的にチャレンジしてください。」と挨拶されました。 
指導委員会の佐藤先生指導のもとセミナーがスタートしました。 
　1 日目は鍛錬・基本のトレーニング後、開手形：制引鎮、四向鎮、
十八手の分解と技法の説明が各パートに分かれて行われ、相手を
付けて技の特訓を行い、仕上げに各自で形の演武が行なわれ初日
は終了。 
　2 日目は二部に分かれて午後からの審査会受審者と受講者の方
に向け指導が行なわれました。 
　その後、セミナー受講証が国別代表者に渡されセミナーが終了
しました。参加人数 234 名と歴代最高の参加人数でした。 

2024 年
剛柔会海外セミナー開催 

（1日目） （２日目）
2024年8月15日(木)10時～17時 2024年8月16日(金)10時～12時

県立武道場アリーナ 第1練成道場

講　師
剛柔会副会長照屋幸栄先生（沖縄） 理事長　津本延孝先生（和歌山）

海外委員会委員長　藤原聖一先生（秋田） 副委員長　竹川達男先生（東京）

顧問　前川英博先生（大阪） 海外委員会の先生方 

常任技術顧問　村松真孝先生（静岡） 

指導委員会委員長　佐藤重徳先生（大分） 副委員長　竹川達男先生（東京） 

事務長　武田　伸先生（愛援） 指導委員会の先生方 

石原克一館長（中央）

香取・鹿島神宮参拝九十九里浜で海稽古

佐
藤
先
生
挨
拶(

左
２)

村
松
先
生
の
分
解(

中
央)

全
員
で
制
引
鎮

四
向
鎮
の
演
武

十
八
手
の
分
解

　国際勝正館空手道（石原克一館長）は8月7日
から7日間に渡り、英国、スペイン、スリランカ、
インド、ガーナから25人が参加する海外支部セミ
ナーを本部道場にて開催しました。
　セミナーは英国支部長スティーブン・ダフィ師
範を中心に、スペイン支部長の寺田賢二師範が号
令をかけ、石原克一館長が実践する練習方法、呼
吸法や型の解釈を全員が毎日汗だくになりなが

ら、取り組みました。練習休みの日には
全員で香取・鹿島神宮を参拝して日本の
文化と礼節に接したことで武道により深
く興味を持っていただけました。最終日
は道場近くの九十九里浜で海稽古。波に
足を浚われそうになりながらの稽古は足
腰に厳しかったようです。
指導をしてくださった日本の勝正館支部
メンバーに感謝を伝え、次回の再会を誓
い解散しました。

　剛柔流空手道誠和会（秋田県）の国際セミナー
が開催されました。主席師範藤原聖一先生の号令
の下、海外支部16ヶ国160名の門下生が参加され
た。今年も酷暑の日本で特訓が行なわれた。初日
と2日目は基本運動と鍛錬に集中した稽古をその
後、開手形、三十六手の分解等と体幹の確認など
を解説して、剛柔流の円運動・ムチミ、ネバリを
生かした形を演武するようにし、形の分解を正し
く表現出来るようにイメージして下さい
と説明された。撃砕から壱百零八手まで
各パートに分かれ特訓が実施され、武道
館に於いて昇段・級審査会が行なわれた
セミナーは無事に終了しました。 
　8月10日の夜には交流会が開かれ、誠
和会の結束が一段と深まる宴となりまし
た。参加者はファミリー共で202名と過
去最多の参加となりました。
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制引鎮の分解と体幹

剛柔流空手道誠和会国際セミナー開催 
日　時：2024 年 8 月 7 日（水）～ 11 日（日） 

会　場：大仙市大曲体育館（秋田県）・大仙市大曲武道館（秋田県） 
講師：藤原聖一主席師範・齋藤和久師範（大曲道場）・髙橋　悟師範（神岡道場）
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